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環境教育実践・施設・環境人材等の環境資源の
有機的連携のための俯瞰的マップづくり

共同研究
事例Ⅵ

2011年度　環境技術産学公民連携公募型共同研究事業

共同研究者：学校法人五島育英会東京都市大学・川崎市

　2002年のヨハネスブルグ・サミットにおいて、「持続可能な開発のための教育の10年」が決
議されたことなどを背景に、環境教育・学習の重要性が認識されています。川崎市においては、環

境基本条例、環境基本計画に基づき、1995年に環境教育・学習基本方針を策定し（2006年改訂）、環境教
育・学習の推進を図ってきました。
　学校法人五島育英会東京都市大学（東京都世田谷区）と川崎市は、2011年夏季から、川崎市の環境教育を
持続可能性の担い手育成として捉え、環境教育・学習に関する施設や人材をはじめとする環境資源を有機的に連
携するための枠組みを検討しています。多様な主体による協働の取組みを低炭素社会の構築に効果的に寄与させ
るために、環境教育関係施設の調査や関係者へのヒアリングから得た知見を整理し、体系化して、環境資源の繋
がりを一覧化できる俯瞰的マップを創作することを検討しています。
　人と環境が共生する都市を実現し、地球環境の保全のために、主体的・積極的に行動できる環境に配慮した人
材の育成に役立つための一つのツールとなることを目指しています。

概要

対象分野 低炭素社会の構築 循環型社会の構築 自然共生型社会の構築 安心・安全で質の高い社会の構築

環境教育等の研究実績
国際教育協力等の教育活動実績

学会等における情報収集のネットワーク

環境行政にかかる歴史・知見
環境活動団体との連携実績

環境関連施設

川崎市の持つ資源
学校法人五島育英会
東京都市大学の持つ資源

環境教育実践・施設・環境人材等の
環境資源の有機的連携の検討

市内の環境教育・学習にかかる情報収集

連携対象

情報の体系化（俯瞰的マップづくり）

市内の環境教育実践・施設。環境人材等「環境諸資源」
ex.エコ暮らし未来館、地球温暖化防止活動推進センター、産学公民連携推進団体、
再生可能エネルギー・廃棄物・水・緑関連の活動団体　等

　「有機的連携」のためには、ビジョンや理念の共有化が必要です。環境諸資源の連携に向けた第
一段階として、地域性や固有の価値のもとでつないで関係性を見えるようにするため、市内の環
境教育・学習にかかる施設関係者や活動団体にお話しを伺いました。

　市内の環境教育・学習に関するそれぞれの活動が相乗効果を生み出すこ
とを期待し、さまざまな立場の人が持続可能で低炭素な社会にどのように
関わり、参加できるのか、あるいはどのようなことを享受できるのかを俯瞰
するためのツール（俯瞰的マップ）を検討しています。

環境教育・学習の
方法と教育実践

コミュニ
ケーション

地域力
向上

組織力
向上

情報
共有

教育

ヒアリング
アンケート 分析・考察 俯瞰的マップ

ヒアリング項目（一例）
・団体概要
・団体属性
・行政施策との関わり
・拠点施設との連携・協働
・他の活動組織との連携・協働

連携・協働
委託・指定管理、制度
委員会、企画立案、協働
事業協力、共催、後援　等

分析・考察（一例）
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